
D
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
で
犬
や
う
さ
ぎ
な

ど
を
作
成

F
２０
人

G

２００
円

②
や
し
お
子
ど
も
英
語
教
室

A
９
月
１７
日
〜
１０
月
２９
日
の
毎
週
土
曜
日

（
全
７
回
）
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

B
八
幡
公
民
館

C
小
学
３
年
生
〜
６
年
生
※
年
齢
に
よ
っ

て
２
ク
ラ
ス
に
分
け
て
学
習

D
英
語
の
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
歌
な
ど
を

取
り
入
れ
、
体
を
動
か
し
た
り
、
映
像
を

見
な
が
ら
学
ぶ

F
６０
人
（
１
教
室
あ
た
り
３０
人
）
※
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選

G
１
０
０
０
円

―
①
②
共
通
―

H
８
月
２４
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
で

I
社
会
教
育
課
蕁
A
３
５
７

A
８
月
２６
日
貊

午
後
１
時
〜
３
時

B
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

C
未
就
学
児
か
ら
小
学
生
程
度
ま
で

D
と
う
ふ
こ
ぞ
う
、ゆ
う
れ
い
の
た
ま
ご
、

ば
け
も
の
づ
か
い
、
親
子
ね
ず
み
の
不
思

議
な
旅

F
８０
人

G
無
料

I
八
幡
図
書
館
蕁
９９５
・
６
２
１
５
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A

B

D

E

F

H

I

C

G

A
９
月
２
日
〜
１０
月
４
日
（
９
月
２０
日
・

２３
日
を
除
く
、毎
週
火
・
金
曜
日
全
８
回
）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

B
市
民
温
水
プ
ー
ル

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

D
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
２
ク
ラ
ス
に
分
か

れ
、
段
階
に
応
じ
て
ク
ロ
ー
ル
お
よ
び
平

泳
ぎ
の
技
術
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

F
２０
人
（
申
込
順
）

G
１
３
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

H
８
月
１２
日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
窓
口
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ

A
８
月
２８
日
豸

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

３０
分

B
八
條
公
民
館
会
議
室

C
市
内
在
住
･
在
勤
・
在
学
の
方
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

D
天
体
観
察
会
、
講
師
＝
細
井
進
さ
ん

（
草
加
天
文
愛
好
会
会
長
）

F
３０
人
（
申
込
順
）

G
無
料

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
蕁
９９５
・
６
２
１
６
）
へ

ご
み
の
行
方
を
探
っ
て
み
よ
う

A
８
月
２３
日
貂

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

B
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
会
議
室
お
よ
び
工

場
棟

C
小
学
４
年
生
〜
高
校
生

D
ご
み
の
分
別
お
よ
び
解
体
作
業
体
験
　

E
汚
れ
て
も
よ
い
服
装(

体
操
着
な
ど)

、

タ
オ
ル
２
枚
、
飲
み
物

F
１０
人(

申
込
順)

G
無
料

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
（
蕁
９９７
・
６
６
９
６
）
へ

A
１０
月
２
日
豸

午
後
２
時
開
演
（
開
場

３０
分
前
）

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

D
モ
ン
ゴ
ル
の
演
奏
家
と
八
潮
市
民
謡
連

盟
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

G
〈
全
席
指
定
〉
大
人
＝
２
２
０
０
円

（
友
の
会
１
２
０
０
円
）、
小
人
＝
１
０
０

０
円
（
友
の
会
６００
円
）

H
八
潮
メ
セ
ナ
窓
口
で
販
売

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
９９８
・
２
５
０
０

A
１０
月
９
日
豸

※
雨
天
時
は
１０
日
豢

B
八
潮
高
校
校
庭

D
町
会
・
自
治
会
対
抗
競
技
（
綱
引
き
、

リ
レ
ー
な
ど
）、
オ
ー
プ
ン
参
加
（
買
い

物
競
争
、
パ
ク
パ
ク
競
争
な
ど
）

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５

１
２
６
、
体
育
協
会
蕁
９９７
・
９
０
９
５

A
９
月
１０
日
貍

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

C
小
学
生
以
上

D
手
打
ち
う
ど
ん
作
り

F
２０
人
（
申
込
順
）

G

３００
円

H
９
月
３
日
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
、

資
料
館
へ

I
文
化
財
保
護
課
蕁
９９７
・
６
６
６
６

A
９
月
２１
日
貉
、
１０
月
２０
日
貅
、
１１
月
１６

日
貉
、
１２
月
２０
日
貂
、
１
月
１８
日
貉
（
全

５
回
）
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

B
保
健
セ
ン
タ
ー

C
市
内
在
住
・
在
勤
で
４０
歳
以
上
の
男
性

D
魚
・
肉
・
野
菜
を
使
っ
た
簡
単
メ
ニ
ュ

ー
を
紹
介
、
講
師
＝
久
保
万
里
子
さ
ん

（
食
生
活
改
善
推
進
会
会
長
）

E
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
、
ス
リ
ッ
パ

F
２０
人
（
申
込
順
）
※
定
員
が
７
人
未
満

の
場
合
は
中
止

G
２
０
０
０
円
（
初
日
に
徴
収
）

H
９
月
９
日
ま
で
に
電
話
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
蕁
９９５
・
３
６
３
６
）
へ

①
や
し
お
子
ど
も
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
（
風

船
）
教
室

A
９
月
１０
日
貍

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

B
八
條
公
民
館

C
市
内
在
住
の
小
学
１
年
生
〜
６
年
生

（
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す
）

や
し
お
子
ど
も
体
験
教
室

第
３２
回
市
民
体
育
祭

ベ
ー
シ
ッ
ク
水
泳
教
室

歴
史
学
講
座

地
名
が
語
る
八
潮
の
古
代

A
８
月
２０
日
貍

午
後
１
時
４５
分
〜
４
時

４５
分
　
B
資
料
館
　
D
川
沿
い
の
沼
地
で

行
わ
れ
て
い
た
稲
作
と
祭
事
　
G
無
料

I
小
嶋
（
歴
史
研
究
家
）
蕁
０９０
・
１
２

６
１
・
７
３
６
６

認
知
症
高
齢
者
介
護
講
習
会

A
９
月
１０
日
貍

午
後
１
時
〜
４
時

B
草
加
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
　
C
在
宅

患
者
お
よ
び
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
家

族
・
老
人
福
祉
担
当
職
員
・
看
護
職
・
民

生
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
の
他
在
宅
看

護
の
関
心
の
あ
る
方
　
D
「
若
年
性
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
の
理
解
と
家
族
の
関
わ
り

方
」
講
師
＝
真
鍋
弘
樹
さ
ん
（
朝
日
新
聞

社
会
部
）

G
無
料
　
I
森
山
蕁
９４６
・

２
２
０
０
、
FAX
９４６
・
２
２
１
１

認
知
症
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

A
９
月
４
日
豸
・
１８
日
豸
両
日
と
も
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
　
B
や
し
お
生
涯
楽
習

館
　
D
４
日
＝
認
知
症
に
つ
い
て
・
介
護

体
験
談
、
１８
日
＝
認
知
症
ケ
ア
・
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
　
F
３０
人
　
G
無
料

（
軽
食
用
意
あ
り
）

H
や
し
お
寿
苑
・

田
嶋
蕁
９３０
・
５
１
１
１

サ
ー
ク
ル
活
動
や
会
合
に
ご
利
用
を

B
高
齢
者
住
宅
「
安
心
ハ
ウ
ス
や
し
お
」

（
大
瀬
９
３
２
―
６
）
の
談
話
室
（
ト
イ

レ
、
湯
沸
場
、
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
有
り
）

D
①
約
３０
帖
の
談
話
室
②
約
１０
帖
の
コ
ー

ナ
ー
　
利
用
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
３０
分
　
G
無
料
　
I
小
幡
建
築
研
究
所

蕁
９９６
・
３
４
５
８

親
子
で
遊
ぼ
う
！
〜
家
事
、
育
児
を
と
も

に
分
か
ち
あ
う
た
め
に
〜

お
父
さ
ん
参
加
大
歓
迎

A
８
月
２８
日
豸

午
後
１
時
〜
３
時
　
B

ゆ
ま
に
て
　
C
未
就
園
児
を
持
つ
親
子

（
障
害
児
も
参
加
で
き
る
内
容
）

D
親

子
遊
び
と
ク
ッ
キ
ー
作
り
に
挑
戦
　
G
１

家
族
に
つ
き
５００
円
　
H
サ
ー
ク
ル
み
の

り
・
山
本
蕁
９９９
・
２
０
１
５

祐
希
恵
連
盟
「
唄
と
踊
り
の
祭
典
」

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い

A
９
月
１１
日
豸

午
前
１０
時
〜
　
B
八
潮

メ
セ
ナ
　
I
小
倉
蕁
９９５
・
１
８
６
３

第
２
回
夏
休
み
子
供
写
真
展
作
品
募
集

A
９
月
１０
日
貍
〜
１５
日
貅

午
前
９
時
〜

午
後
９
時
　
C
小
・
中
学
生
　
B
草
加
市

文
化
会
館
　
D
サ
イ
ズ
＝
六
ツ
切
（
デ
ジ

カ
メ
の
場
合
は
Ａ
４
）

H
８
月
３１
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用
紙
と

と
も
に
指
定
の
写
真
展
へ
持
参
ま
た
は
下

記
へ
郵
送
（
〒
３４０
―
０
８
０
２
鶴
ヶ
曽

根
９
１
１
三
和
印
刷
内
　
埼
玉
読
売
写
真

ク
ラ
ブ
東
武
支
部
会
「
子
供
写
真
展
」
係
）

I
埼
玉
読
売
写
真
ク
ラ
ブ
東
武
支
部
会

（
三
和
印
刷
内
）
蕁
９９７
・
８
５
３
０

さ
く
ら
会
（
社
交
ダ
ン
ス
）

初
心
者
歓
迎
、見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

A
毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

B
ゆ
ま
に
て
２
階
ほ
か
　
D
講
師
＝
芦
川

哲
夫
さ
ん
　
G
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月

会
費
３
５
０
０
円
　
I
鈴
木
蕁
９９７
・
０

２
８
７

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
　
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」

会
員
募
集

ラ
イ
シ
ェ
ン
シ
ェ
ー
ド
・
メ
ン
バ
ー
資

格
を
持
っ
た
先
生
と
軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ

で
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
せ
ん
か
？
初
心

者
大
歓
迎

A
毎
週
木
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時
　
B

八
幡
公
民
館
ほ
か
　
G
月
会
費
４
０
０
０

円
、
入
会
金
１
０
０
０
円
　
I
国
井
蕁

９９６
・
９
４
６
８

ス
ト
ラ
ッ
プ
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
！

A
毎
月
第
２
・
第
４
の
水
曜
日
・
土
曜
日

おしらせHOTコーナー　催し

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
体
験
学
習

夏
休
み
映
画
上
映
会

（
月
４
回
）

午
後
２
時
〜
３
時
　
B
㈱

コ
ヤ
マ
２
階
（
二
丁
目
１
９
６
―
２
）

D
色
々
な
パ
ー
ツ
の
中
か
ら
選
ん
で
、
１

回
で
作
成
で
き
る
自
分
だ
け
の
素
敵
な
ス

ト
ラ
ッ
プ
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
る
　
G

１
回
に
つ
き
、
１
０
０
０
円
・
小
学
生
以

下
は
５００
円
（
材
料
費
込
み
）
I
小
山
蕁

９９８
・
４
３
３
３

放
送
大
学
１０
月
生
募
集

D
入
学
試
験
な
し
、
幅
広
い
分
野
の
約
３

０
０
科
目
か
ら
学
べ
、「
学
士
（
教
養
）」

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

H
出
願
期

間
　
第
２
次
＝
８
月
１５
日
ま
で
・
最
終
＝

８
月
１６
日
〜
３１
日
※
最
終
期
間
に
出
願
し

た
場
合
は
資
料
等
の
送
付
が
授
業
開
始
後

に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
出
願
を
お
勧

め
し
ま
す
。（
募
集
要
項
の
請
求
　
①
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.u-air.ac.jp

②
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
８６４
・
６００
）

I
放
送
大
学
蕁
０４３
・
２７６
・
５
１
１
１

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

A
９
月
３
日
貍

正
午
〜
午
後
５
時
　
B

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
３０
階
（
新
宿
区
西
新
宿

１
―
６
―
１
）

C
一
般
お
よ
び
高
校
生

D
参
加
３９
校
　
G
無
料
　
I

譛
私
立
大
学

通
信
教
育
協
会
蕁
０３
・
３
８
１
８
・
３
８

７
０
　

文
教
大
学
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
９
月
開
講
）

開
講
日
時
･
受
講
料
は
講
座
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

B
文
教
大
学(

越
谷
市)

D

教
養
講
座
、
親
子
教
室
、
実
用
語
学
講
座
、

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座
ほ
か
　
H

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
　
I

文
教
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
蕁
０
１
２

０
・
１６０
・
４４９

中
央
公
園
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

A
８
月
２８
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

B
中
央
公
園
　
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

F
５０
組
　
G
１
区
画
２
０
０
０
円
　
I
植

松
蕁
０９０
・
１
８
４
８
・
９
４
１
５

「
体
験
講
座
」
う
ど
ん
づ
く
り

モ
ン
ゴ
ル
・
日
本
民
族
音
楽

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

男
性
の
料
理
教
室

往
信
 

八
潮
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

　
子
ど
も
○
○
○
○
 

　
　
　
　
　
　
教
室
担
当
　
　
宛
 

※
こ
の
面
は
何
も
記
入
し
な
い
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〒340-8588

中
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②性別 
③学校名 
④学年 
⑤住所 
⑥電話番号 
⑦緊急連絡先 
 
 
 
⑧保護者氏名 

〒340-○○○○ 

応
募
者
住
所
 

応
募
者
氏
名
 

※緊急の場合に連絡
がとれる電話番号等を
記入してください。 

公
民
館
趣
味
講
座
　

夏
の
夜
空
を
観
察
し
よ
う



②
埼
玉
県
内
に
現
住
所
を
有
し
て
い
る

か
、
ま
た
は
県
内
の
更
生
援
護
施
設
等
に

入
所
、
通
所
、
通
学
し
て
い
る
方

D
①
陸
上
競
技
②
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

③
ボ
ッ
チ
ャ
④
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
⑤
ダ
ン
ス

体
験
⑥
ハ
ン
ド
サ
イ
ク
ル

G
無
料

H
在
宅
障
害
者
は
、
８
月
２５
日
ま
で
に
、

申
込
書
（
市
児
童
障
害
課
窓
口
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
窓
口
へ
持

参
。
施
設
入
所
児
者
や
学
校
在
校
生
は
、

施
設
、
学
校
で
出
場
の
申
し
込
み

I
児
童
障
害
課
蕁
A
４
２
８
ま
た
は
埼
玉

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
蕁

０４８
・
６５０
・
０
１
７
０

A
８
月
２７
日
貍

午
後
２
時
〜
４
時

B
八
條
公
民
館

D
講
演
「
日
常
生
活
の
中
で
の
夢
空
間
」、

講
師
＝
い
し
な
べ
ふ
さ
こ
さ
ん
（
絵
本
作

家
、
生
涯
学
習
や
し
お
大
使
）

F
２０
人
（
申
込
順
）

H
８
月
１９
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
社
会
教
育
課
（
蕁
A
３
９
２
）
へ

A
９
月
１３
日
貂

午
後
１
時
〜
４
時

B
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
地
下
展
示

場
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
）

C
県
内
在
住
の
求
職
者
※
新
卒
者
を
除
く

E
履
歴
書
（
複
写
可
）

G
無
料

I
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
地
域
求
職
活

動
援
助
事
業
推
進
室
蕁
０４８
・
７５３
・
３
７

２
７適

正
な
労
働
条
件
を
確
保
す
る
た
め
、

勤
労
者
お
よ
び
事
業
主
に
不
可
欠
な
、
基

本
的
な
労
働
者
保
護
法
令
や
判
例
、
お
よ

び
ト
ラ
ブ
ル
時
の
支
援
制
度
・
機
関
に
つ

い
て
の
労
働
教
育
講
座
で
す
。

A
９
月
１３
日
貂
・
１５
日
貅
・
２１
日
貉
・
２６

日
豺
・
２７
日
貂

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

３０
分

D
学
働
基
準
法
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、

３０
分
〜
３
時
３０
分

B
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」
日
常
生
活
訓
練
室

C
市
内
在
住
・
在
勤
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
方

F
１５
人
（
支
援
費
受
給
者
を
優
先
し
、
そ

の
他
の
方
は
申
込
順
）

※
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合
は
、
中
止

G
支
援
費
受
給
者
は
、
市
が
決
定
し
た
金

額
。
そ
の
他
の
方
に
つ
い
て
は
、
１
回
の

参
加
に
つ
き
１００
円
徴
収
。
材
料
費
は
自

己
負
担
。
欠
席
し
た
場
合
の
材
料
費
は
返

金
い
た
し
ま
せ
ん
。

H
８
月
２４
日
ま
で
に
電
話
で
、
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９５
・
３
６
３
６
）

へA
８
月
２８
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

３０
分

B
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
研
修
室

C
１６
歳
以
上
３５
歳
未
満
の
方(
学
生
･
生

徒
可)

D
講
師
＝
葛
西
和
恵
さ
ん
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
）

G
無
料

F
３０
人

I
ゆ
ま
に
て
蕁
９９６
・
０
１
２
３

A
８
月
２７
日
貍

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

B
資
料
館

C
中
学
生
以
上

D
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
古
絵
図
の
解
説

を
中
心
に
、
八
潮
市
を
と
り
ま
く
歴
史
変

遷
を
学
ぶ
、
講
師
＝
小
澤
正
弘
さ
ん

G
無
料

I
文
化
財
保
護
課
蕁
９９７
・
６
６
６
６

A
１０
月
９
日
豸

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

３
時

B
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

C
①
４
月
１
日
現
在
、
満
１３
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者

A
９
月
１４
日
・
２１
日
・
２８
日
（
全
３
回
・

各
水
曜
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

B
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
え
ひ
ろ
荘
」

C
市
内
在
住
で
６０
歳
以
上
の
方

D

カ
ラ
オ
ケ
（
午
前
）、
健
康
体
操
等

（
午
後
）

F
４０
人
（
申
込
順
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
未
受
講
者
を
優
先)

G
無
料

E
運
動
靴
（
上
履
き)

、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
、
弁
当

H
８
月
１７
日
か
ら
、窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
え
ひ
ろ
荘
（
蕁

９３６
・
９
１
８
１
）
・
寿
楽
荘
（
蕁
９９５
・

２
８
４
７
）
へ
※
受
付
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
１５
分

A
９
月
６
日
〜
１０
月
１１
日
（
全
５
回
・
９

月
２０
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
）
午
後
１
時

（１１） No.657広報 平成17年8月10日 

生
涯
学
習
「
趣
味
の
教
室
」

おしらせHOTコーナー　催し・案内

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
秋
季
大
会

育
児
・
介
護
休
業
法
、
講
師
＝
島
田
陽
一

さ
ん
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
・
中
下
裕
子

さ
ん
（
弁
護
士
）

B
越
谷
市
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

G
無
料

H

県
東
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
（
蕁

０４８
・
７３７
・
２
１
３
６
）
電
子
申
請

http://www.pref.saitam
a.lg.jp/

A
毎
月
第
２
木
曜
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分

B
県
東
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

C
勤
労
者
と
そ
の
家
族
、
事
業
主
な
ど

D
面
接
ま
た
は
電
話
で
、
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
職
場
の
人
間
関
係
や
仕
事
上
の

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
働
く
人
の
悩
み
の
解
消

に
向
け
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
秘
密
厳

守G
無
料

H
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

I
県
東
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
蕁
０４８
・

７３７
・
２
１
３
６

市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

A
９
月
１１
日
豸
、
１０
月
２
日
豸

午
前
９

時
〜
午
後
４
時

★
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
実
施
中

A
毎
週
木
曜
日
　
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

B
納
税
課
（
１２
番
窓
口
）、
国
保
年
金
課

（
６
番
窓
口
）

※
市
税
の
口
座
振
替
の
お
願
い

納
付
に
は
「
安
全
・
確
実
・
便
利
」
な
、

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手
続
き
は

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
登
録
印
鑑
を
持
っ
て

金
融
機
関
等
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

I
納
税
課
蕁
A
２
０
７
、
国
保
年
金
課
蕁

A
８
３
３

歴
史
講
座

「
八
條
領
地
方
の
古
絵
図
」

越
谷
地
区
労
働
学
院

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
相
談

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業

籐
工
芸
教
室

自
分
発
見
！
就
職
セ
ミ
ナ
ー

H
８
月
２５
日
か
ら
１１
月
３０
日
ま
で
に
、

窓
口
ま
た
は
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

①
基
本
健
康
診
査
・
大
腸
が
ん
検
診
お

よ
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

A
９
月
１
日
貅
〜
１１
月
３０
日
貉

B
市
内
委
託
医
療
機
関

C
平
成
１８
年
３
月
３１
日
現
在
６０
歳
以
上

の
方
※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て

は
、
６０
・
６５
・
７０
歳
の
節
目
年
齢
の
方

お
よ
び
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
方
等
。
詳
し
く
は
個

別
通
知
「
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
７
月
３１
日
以

降
、
八
潮
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、

平
成
１８
年
３
月
ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ

ー
の
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
を
受
診
す

る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

②
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

A
９
月
１２
日
豺
・
１３
日
貂
・
２１
日
貉
・

２８
日
貉
・
２９
日
貅
、
１０
月
７
日
貊
・
１３

日
貅
・
１７
日
豺
・
１８
日
貂
・
１９
日
貉
・

２６
日
貉
、
１１
月
７
日
豺
・
８
日
貂
・
１５

日
貂
・
１６
日
貉
・
２８
日
豺
・
２９
日
貂
、

１２
月
２
日
貊
・
５
日
豺
・
６
日
貂
・
１２

日
豺
・
１３
日
貂

B
保
健
セ
ン
タ
ー

C
平
成
１８
年
３
月
３１
日
現
在
６０
歳
以
上

の
方

F
各
日
３０
人

A
９
月
１１
日
豸

午
後
１
時
〜
４
時

B
保
健
セ
ン
タ
ー

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
お
よ
び
夫

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

G
無
料

A
９
月
２７
日
貂

午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
０
時
３０
分

B
保
健
セ
ン
タ
ー

C
市
内
在
住
の
方

F
２５
人

D
糖
尿
病
の
話
と
バ
ラ
ン
ス
食
の
調

理
実
習

G

４００
円
（
材
料
費
）

平
成
１７
年
度
か
ら
、
２
年
に
１
回

の
受
診
に
な
り
ま
す
。

A
１０
月
４
日
貂
・
１１
月
１
日
貂
・
１２

月
１３
日
貂

午
後
０
時
３０
分
〜
１
時

B
保
健
セ
ン
タ
ー

C
市
内
在
住
で
４０
歳
以
上
の
方
（
昭

和
４１
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）

D

視
触
診
・
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
・
乳
が
ん
の
自
己
検
査
法
の
実
施

F
各
日
８０
人
（
先
着
順
）

G
国
民
健
康
保
険
加
入
者
＝
１
２
４

０
円
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外

の
方
＝
１
７
４
０
円
※
受
診
当
日
７０

歳
以
上
の
方
は
無
料

E
バ
ス
タ
オ
ル

在
宅
の
寝
た
き
り
な
ど
で
健
康
診

査
を
受
け
ら
れ
な
い
方
、
お
よ
び
家

族
の
介
護
な
ど
で
健
康
診
査
に
行
け

な
い
方
に
対
し
、
訪
問
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す
。
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

A
９
月
１
日
貅
〜
１１
月
３０
日
貉

C
４０
歳
以
上
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
在
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
の
方
お

よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
方
で
、
介
護
保

険
に
お
け
る
医
師
が
行
う
居
宅
療
養

管
理
指
導
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

な
い
方

②
家
族
等
の
介
護
を
担
う
方
の
う
ち
、

訪
問
に
よ
る
健
康
診
査
が
必
要
な
方

９
月
の
パ
パ
マ
マ
学
級

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室

乳
が
ん
検
診

訪
問
基
本
健
康
診
査

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

蕁
９９５
・
３
３
８
１
〜
３

八潮市優良技術者･技能者を表彰！ 
６月26日、八潮メセナにおいて“産業フェスタ２００５”が開催
され、第３回八潮市優良技術者および技能者の表彰を行い
次の方々が受賞されましたので、ご紹介します。 

鈴木　光男さん 
すずき　　　　みつお 

（東京第一合成株式会社　勤務） 

　鈴木さんは、プラスチッ
ク成形品の射出成形工の一
級技能士で、プラスチック
成形品の開発および製造に
永年従事され、特に大型成
形の分野での技術が評価され、
このたびの受賞となりました。 
 
 
【今後の抱負】 
　後輩に指導していくとと
もに、これからも若手に負
けないつもりで、頑張って
いきたいです。 

　白川さんは、金属製品の
旋盤工で、オリンピックの
公式試合で使用されている
重量挙げのバーベルの製造
に永年従事され、特に精密
な研磨作業の経験と技術が
評価され、このたびの受賞
となりました。 
 
【今後の抱負】 
　この仕事に誇りを持って、
これからも良い仕事をして
いきたいと思っております。 

白川　昇さん 
しらかわ　　のぼる 

（有限会社笠巻鉄工所　勤務） 

６０
歳
か
ら
の
健
康
診
断

求
人
企
業
合
同
説
明
会

休
日
納
税
相
談
窓
口
の
開
設

や
し
お
市
民
大
学
公
開
講
座



前
８
時
３０
分
〜
午
後
１０
時
ま
で
の
間
、
指

定
さ
れ
た
時
間
（
実
働
８
時
間
）
※
土
・

日
・
祝
日
勤
務
あ
り
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館

G
時
給
８５０
円

H
８
月
１７
日
か
ら
３１
日
ま
で
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
窓
口
へ
持
参

迢
採
用
試
験
迪

A
９
月
１
日
貅

午
後
１
時
３０
分
〜

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館

D
作
文
お
よ
び
面
接

I
や
し
お
生
涯
楽
習
館
蕁
９９４
・
１
０
０

０
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議

す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期

１１
月
１０
日
〜
平
成
１９
年
１１
月
９
日

（
２
年
間
）

C
平
成
１７
年
８
月
１０
日
現
在
、
本
市
に
１

年
以
上
居
住
し
て
い
る
満
２０
歳
以
上
の
方

で
、
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
審
議
会
に
出

席
で
き
る
方

※
市
の
附
属
機
関
の
委
員
・
市
職
員
・
市

議
会
議
員
は
除
き
ま
す
。

F
１
人
※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

H
９
月
９
日
ま
で
に
、
所
定
の
応
募
用
紙

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
応
募
の
動
機

（
４
０
０
字
程
度
）
等
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
窓
口
へ
本
人
が
持
参

I
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A
３
２
１

入
居
日
＝
９
月
１
日
か
ら
可
能

C
市
内
在
住
で
６０
歳
以
上
の
方

B
み
ど
り
園
（
八
潮
７
―
５
―
１
）

G
月
額
６
万
８
千
円
※
所
得
に
応
じ
て
家

賃
の
軽
減
措
置
あ
り
（
最
高
３
万
円
）

H
８
月
１７
日
か
ら
２４
日
ま
で
に
、
申
込
書

（
市
建
築
課
ま
た
は
㈱
小
山
不
動
産
で
配

布
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
㈱
小
山
不

動
産
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

I
㈱
小
山
不
動
産
管
理
部
蕁
９３２
・
０
０

１
０

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
）
や
赤

痢
な
ど
病
原
菌
に
よ
る
汚
染
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
安
心
し
て
飲
料
水
を
利
用
す
る
た

め
、受
水
槽
の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

I
草
加
保
健
所
蕁
９２５
・
１
５
５
１

A
９
月
１
日
〜
平
成
１９
年
３
月
３１
日
、

①
月
曜
日
〜
金
曜
日
＝
午
前
７
時
１５
分
〜

９
時
、
午
後
４
時
２５
分
〜
６
時
１０
分

②
土
曜
日
＝
午
前
７
時
１５
分
〜
９
時
、
午

後
０
時
２５
分
〜
２
時
１０
分

B
伊
草
保
育
所

C
保
育
士
の
資
格
ま
た
は
乳
幼
児
の
養
育

に
つ
い
て
の
知
識
・
経
験
の
あ
る
方

D
児
童
の
朝
・
夕
の
保
育

G
日
額
３
６
０
０
円

F
１
人
（
面
接
あ
り
）

H
８
月
１９
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
（
資

格
証
明
書
が
あ
れ
ば
そ
の
写
し
を
添
付
）

の
う
え
、
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

I
児
童
障
害
課
蕁
A
３
１
４

A

１０
月
１
日
〜
平
成
１８
年
３
月
３１
日

（
土
･
日
･
祝
日
を
含
む
指
定
す
る
日
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

B
資
料
館

C
学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
方

D
文
化
財
保
護
課
職
員
の
業
務
補
助

G
時
給
１
０
３
０
円

F
１
人
　
面
接
日
＝
９
月
１１
日
豸

H
８
月
１１
日
か
ら
９
月
８
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
資
料
館

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
３４０
―
０
８
３

１
南
後
谷
７
６
３
―
５
０
）

I
文
化
財
保
護
課
蕁
９９７
・
６
６
６
６

A
１０
月
１
日
〜
平
成
１８
年
３
月
３１
日
　
午
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A
９
月
６
日
貂

午
後
１
時
〜
４
時

B
春
日
部
市
商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
（
春
日

部
市
粕
壁
１
―
２０
―
２８
）

C
暴
力
団
等
が
関
係
す
る
問
題
で
お
困
り

の
方

D
民
暴
弁
護
士
、
警
察
官
、
譛
埼
玉
県
暴

力
追
放
・
薬
物
乱
用
廃
止
セ
ン
タ
ー
相
談

員
に
よ
る
相
談

I

譛
埼
玉
県
暴
力
追
放
・
薬
物
乱
用
防
止

セ
ン
タ
ー
蕁
０４８
・
８３４
・
２
１
４
０

市
水
道
部
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
く
検

定
満
期
（
８
年
に
１
度
）
の
水
道
メ
ー
タ

ー
の
交
換
を
行
い
ま
す
。
市
が
委
託
し
た

指
定
管
工
事
業
協
同
組
合
の
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
が
、
皆
さ
ん
の
敷
地
内
に

立
ち
入
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
留
守
の
場
合
で

も
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
し
ま
す
。

な
お
、
交
換
が
済
ん
だ
方
に
は
「
水
道

メ
ー
タ
ー
交
換
票
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

熱
を
加
え
て
布
製
品
や
紙
に
転
写
す
る

ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
シ
ー
ト
な
ど
の
「
捺な

つ

染
紙

せ

ん

」
は
、
特
殊
な
イ
ン
ク
を
用
い
て
い

る
た
め
、再
生
紙
の
原
料
と
な
り
ま
せ
ん
。

他
の
紙
類
と
一
緒
に
再
生
処
理
を
し
た

場
合
、
他
の
紙
類
も
含
め
て
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

処
分
す
る
場
合
は
、「
資
源
ご
み
」
で

は
な
く
「
可
燃
ご
み
」
と
し
て
お
出
し
く

だ
さ
い
。

I
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
蕁
A
２
３
４

A
交
換
期
間
９
月
上
旬
〜
１０
月
末

※
交
換
作
業
へ
の
ご
協
力

円
滑
に
メ
ー
タ
ー
交
換
が
で
き
る
よ
う

次
の
点
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

★
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
植
木
鉢
な

ど
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
犬
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

I
水
道
部
蕁
９９６
・
１
４
８
６

市
民
体
育
祭
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

A
１０
月
９
日
豸
（
雨
天
時
は
１０
日
豢
）

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５

１
２
６

館
内
整
備
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

A
八
幡
公
民
館
＝
９
月
３０
日
貊
・
２
月
１３

日
豺
、
八
條
公
民
館
＝
１０
月
３１
日
豺
・
１１

月
３０
日
貉
・
２
月
２０
日
豺

I
八
幡
公
民
館
蕁
９９５
・
６
２
１
６
、
八

條
公
民
館
蕁
９９４
・
３
２
０
０

八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
等
を
審
議
し
ま
す
。

A
９
月
１３
日
貂

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

B
八
潮
メ
セ
ナ

F
１０
人
（
先
着
順
）

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
２
１
８

①
手
や
調
理
器
具
は
、
し
っ
か
り
洗
い
食

品
は
包
ん
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

②
冷
蔵
庫
の
温
度
管
理
に
気
を
つ
け
、
食

品
は
早
め
に
食
べ
切
り
ま
し
ょ
う
。

③
十
分
に
加
熱
し
て
、
食
品
内
部
の
食
中

毒
菌
を
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

I
保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
９９５
・
３
３
８
１

飲
用
水
の
衛
生
管
理
が
悪
い
と
、
水
が

濁
っ
た
り
、
着
色
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た

おしらせHOTコーナー　案内・募集

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
休
館

公
民
館
臨
時
休
館

資
料
館
臨
時
職
員

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換

ことばのバリアフリーをめざして 
わたしの気持ち～コミュニケーション支援ボード 

　知的障害を持つ方とのコミュニケーションを取りやすくするために、コミュニ
ケーション支援ボードを下記の公共施設に設置しました。 
　知的障害のある方にとって、言葉だけで状況を周囲に伝えることは、困難
な場合が多く、簡単な図や絵を活用して、周囲の方とのコミュニケーションづく
りに役立つようにと作成したものです。 
　コミュニケーション支援ボードは、「痛い」「欲
しい」などの感情表現や、「病院」「トイレ」な
どの目的や対象物などが、イラストで分りやす
く描かれています。 
　どうぞ、皆さんもお気軽にご利用ください。 
 
設置場所　やしお生涯楽習館・ゆまにて・
保健センター・八潮メセナ・文化スポーツセン
ター・だいばら児童館・八幡公民館・八幡図
書館・八條公民館・八條図書館 
I児童障害課蕁A４２７ 

蜻
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド 

皆
さ
ん
、
８
月
は
「
差
別
を
許
さ
な
い

県
民
運
動
強
調
月
間
」
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

県
民
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題
を
正
し

く
理
解
し
、「
差
別
を
許
さ
な
い
」
と
い

う
意
識
を
高
め
、
県
・
市
町
村
は
も
ち
ろ

ん
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
こ
の
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
和
問
題
の
早
期
解

決
を
図
り
、
差
別
の
な
い
明
る
い
彩
の
国

さ
い
た
ま
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、「
差
別
を
許
さ
な
い
」
こ

と
は
当
た
り
前
で
、「
差
別
」
を
し
た
こ

と
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
日
常
生
活
の
中
で
人
の
容
姿

を
見
て
冗
談
を
言
っ
た
り
、「
女
の
く
せ

に
」「
男
ら
し
く
な
い
」
な
ど
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
人
の
容
姿
を
見

て
冗
談
を
言
う
こ
と
に
よ
り
、
自
分
は
冗

談
の
つ
も
り
で
も
、
冗
談
を
言
わ
れ
た
方

は
す
ご
く
傷
つ
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
女
の
く
せ
に
」「
男
ら
し
く
な
い
」

と
い
う
の
は
自
分
自
身
の
固
定
観
念
や
偏

見
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
に
げ
な
い
一
言
、
固
定
観
念
や
偏
見

は
、
他
人
の
痛
み
を
感
じ
ら
れ
ず
、
物
事

を
正
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

や
が
て
「
差
別
」
を
生
ん
で
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
も
、
も
う
一
度
自

分
の
心
を
見
つ
め
直
し
て
み
る
の
も
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

I
社
会
教
育
課
蕁
A
３
６
５

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

さ
い
た
ま
」

８
月
は
平
成
１７
年
度
差
別
を
許

さ
な
い
県
民
運
動
強
調
月
間
で
す
。

A
８
月
２５
日
貅

午
前
１０
時
〜

B
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

D
人
権
作
文
の
表
彰
・
発
表
、
人

権
・
同
和
問
題
講
演
会
　

「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
…
」
講
師
＝
有

森
裕
子
さ
ん
、「
ほ
ん
と
う
の
人
権

と
は
」
講
師
＝
小
林
完
吾
さ
ん
、

森
口
博
子
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か
、
人

権
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
　

G
無
料

I
県
人
権
推
進
課
蕁
０４８
・
８３０
・
２

２
５
６

８
月
は
差
別
を
許
さ
な
い
県
民
運
動
強
調
月
間 

あ
な
た
も
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

ランニングマシーン（１万円）、チャイル
ドシート（新生児不可・無料）、電動ア
シスト自転車（５万円）、学習机（イス付・
５千円）、事務用スチール机（2台・無料）、
書棚（スチール・無料） 

HI商工振興課蕁A３３６ 

ゆずります 

電動芝刈機（２千円）、電動草刈機（２
千円） 

※問題が生じた時は当事者間で解
決をしていただき、市は責任を負いか
ねます。 

ゆずってください 

食
中
毒
を
防
ご
う

飲
み
水
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
に

受
水
槽
の
設
置
者
の
皆
さ
ん
へ

暴
力
団
等
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

八
潮
市
高
齢
者

保
健
福
祉
推
進
審
議
会
を
公
開

時
間
外
保
育
指
導
員
（
市
立
保
育
所
）

や
し
お
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
財
団
臨
時
職
員

八
潮
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

（
み
ど
り
）

人
権
そ
れ
は
愛

捺
染

な
っ
せ
ん

紙
は
可
燃
ご
み

アイロンプリント 
シートなど 

はがした後の捺染紙は、可燃ごみへ 
なっせん 



終
　
章
　
　
南
後
谷
　
　
岡
本
　
キ
ミ

運
動
会
は
終
わ
っ
た

ひ
っ
そ
り
し
た
校
庭
を
見
て
い
る
と

ふ
と
赤
い
帽
子
の
少
年
が
浮
か
ん
だ

彼
は
先
頭
を
走
り
な
が
ら
転
ん
で

最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が

き
り
っ
と
し
て
顔
を
あ
げ
る
と

疾
風
の
よ
う
に
駆
け
抜
け
た

ス
タ
ン
ド
の
熱
い
拍
手
が
止
ま
な
か
っ
た

や
が
て

夕
暮
れ
が
あ
た
り
を
包
み
は
じ
め

は
る
か
向
う
の
空
が

茜
色
に
染
ま
っ
て
い
る

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉

墨
跡
の
香
り
重
た
く
梅
雨
に
入
る

大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子

若
竹
の
匂
い
ほ
の
か
に
雨
の
朝

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明

老
犬
を
労い

た
わ

る
夏
や
わ
れ
も
老
ゆ

近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

三
郷
中
央
駅
開
業
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

A
８
月
２１
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

B
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
三
郷
中
央
駅

D
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
グ
ッ
ズ
の
販

売
、
市
特
産
品
な
ど
の
販
売
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
・
和
太
鼓
な
ど
の
演
奏
・
大
道

芸
・
工
事
用
重
機
体
験
乗
車
、
市
の
鳥
制

定
記
念
三
郷
市
観
光
写
真
展
、
サ
ッ
カ
ー

「
シ
ュ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
特
別
局
に
よ
る
交
信
な
ど

※
雨
天
に
よ
る
変
更
あ
り

I
三
郷
市
常
磐
新
線
整
備
室
蕁
９５３
・
１

１
１
１

国
際
ハ
ー
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

A
①
１１
月
１９
日
貍

午
後
７
時
開
演
　
②

１１
月
２０
日
豸

午
後
１
時
３０
分
開
演
　
B

草
加
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル
　
G
〈
全
席
指

定
〉
一
般
１
０
０
０
円
、
学
生
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
草
加
市
文
化
会
館
ほ
か
各

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど
で
販
売
（
前
売
り
お

よ
び
電
話
予
約
は
８
月
２０
日
午
前
１０
時
か

ら
）

I
草
加
市
文
化
会
館
蕁
９３１
・
９

３
２
５

忍
た
ま
乱
太
郎
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

〜
ヘ
ム
ヘ
ム
と
ク
イ
ズ
シ
ョ
ー
＆
宝
さ
が

し
は
た
い
へ
ん
だ
！
の
段
〜

A
８
月
２１
日
豸

①
午
後
１
時
〜
　
②
午

後
３
時
３０
分
〜
　
B
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ

ー
ラ
　
G
〈
全
席
指
定
〉
大
人
１
０
０
０

円
、
小
人
（
中
学
生
以
下
）
５
０
０
円
※

３
歳
以
下
の
子
ど
も
で
、
保
護
者
等
の
膝

上
で
観
覧
の
場
合
は
無
料
　
I

譛
松
伏
町

ふ
る
さ
と
文
化
財
団
蕁
９９２
・
１
０
０
１

ハ
ッ
ピ
ー
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

国
際
色
豊
か
な
夏
の
祭
典
で
す
！

A
８
月
２１
日
豸

午
前
１１
時
〜
午
後
３
時

B
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す

D
地
域
在
住
外
国
人
に
よ
る
各
国
の
料
理

屋
台
（
ベ
ト
ナ
ム
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ

ュ
、
タ
イ
、
韓
国
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
）
国
際
色
豊
か
な
ス
テ
ー
ジ
（
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
歌
な
ど
）

I

吉
川
市
国
際
友
好
協
会
事
務
局
（
吉
川
市

市
民
参
加
推
進
課
内
）
蕁
９８２
・
９
６
８

５夏
本
番
！
お
が
の
山
荘
へ
行
っ
て
み
よ
う

古
い
歴
史
と
独
自
の
文
化
、
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
秩
父
地
方
。
そ
の
西
部
に

位
置
す
る
小
鹿
野
町
に
あ
る
市
民
保
養
施

設
「
お
が
の
山
荘
」
を
拠
点
に
見
所
い
っ

ぱ
い
の
秩
父
路
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

C
５
市
１
町
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

G
１
泊
２
食
・
大
人
５
３
０
０
円
、
小
人

４
０
０
０
円
　
I
お
が
の
山
荘
蕁
０
４
９

４
・
７５
・
１
４
１
５
、
FAX
０
４
９
４
・

７５
・
２
２
８
７

ら
１６
歳
未
満
）
が
、
予
防
接
種
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
廃
止
に
な
り
ま
し

た
。

I
保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
９９５
・
３
３
８
１

募
集
期
間

８
月
３１
日
貉
ま
で
（
消
印
有

効
）

D
拡
声
機
を
使
用
し
た
暴
騒
音
に
対
す
る

規
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、
移
動
式
騒
音

測
定
方
法
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

I
県
警
察
本
部
警
備
課
（
〒
３３０
―
８
５

３
３
所
在
地
記
入
不
要
）
蕁
０４８
・
８３２
・

０
１
１
０
、
FAX
０４８
・
８２５
・
７
２
０
７
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C
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

D
日
常
生
活
に
お
け
る
下
水
道
に
関
す
る

事
柄
に
つ
い
て
、
自
由
に
発
想
・
表
現
し

た
標
語

H
９
月
１５
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

ま
た
は
ハ
ガ
キ
大
の
用
紙
に
作
品
１
点
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
職

業
（
児
童
・
生
徒
の
場
合
は
学
校
名
・
学

年
・
組
を
記
入
）、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
郵
送
ま
た
は
持
参
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
〒
３３８
―
０
８

３
７
さ
い
た
ま
市
桜
区
田
島
７
―
２
―
２３

譛
埼
玉
県
下
水
道
公
社
総
務
部
総
務
課
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
担
当

Ｅ
メ
ー
ル
　master@

saitama-swg-or.jp

C
①
曹
候
補
学
生
＝
１８
歳
以
上
２４
歳
未
満

の
方
、
②
曹
候
補
士
・
２
等
陸
海
空
士
＝

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
方
、
③
航
空
学

生
＝
高
卒
（
見
込
み
）
２１
歳
未
満
の
方
、

④
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
＝
高

卒
（
見
込
み
）
２１
歳
未
満
の
方
、
⑤
看
護

学
生
＝
高
卒
（
見
込
み
）
２４
歳
未
満
の
方

H
①
②
③
９
月
８
日
（
必
着
）
ま
で
、
④

⑤
９
月
９
日
か
ら
３０
日
（
必
着
）
ま
で
に

願
書
提
出

I

自
衛
隊
朝
霞
募
集
事
務
所
蕁
０４８
・

４６６
・
４
４
３
５

http://www.saitama.plo.jda.go.jp/

譛
埼
玉
県
河
川
公
社
で
は
、
芝
川
マ
リ

ー
ナ
と
大
場
川
マ
リ
ー
ナ
に
お
い
て
各
事

業
を
実
地
し
て
い
ま
す
。

I

譛
埼
玉
県
河
川
公
社
蕁
０４８
・
２２６
・
５

９
５
３

現
在
、
接
種
を
差
し
控
え
て
い
る
日
本

脳
炎
予
防
接
種
の
う
ち
、
３
期
（
１４
歳
か

おしらせHOTコーナー　募集

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

松
伏
町 

吉
川
市 

三
郷
市 

草
加
市 

越
谷
市 

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江

羅う
す
も
のを

着
て
よ
そ
ゆ
き
の
顔
と
な
り

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子

五
月
雨
や
傘
傾
げ
合
う
城
下
町

緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子

父
の
日
や
父
の
日
記
を
ま
た
開
く

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝

鍬
持
つ
手
休
め
て
見
入
る
蝶
の
舞

八
　
條
　
　
加
藤
　
龍
子

梅
雨
明
け
の
宣
言
う
れ
し
空
仰
ぐ

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道

休
ま
ず
に
ぶ
つ
か
り
も
せ
ず
蟻
の
列

八
潮
七
　
　
茂
村
　
つ
留

小
さ
な
手
ベ
ビ
ー
ト
マ
ト
の
赤
も
ぎ
る

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み

納
屋
の
軒
雀
遊
ぶ
や
梅
雨
長
し

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿

七
夕
や
ふ
と
口
遊

く
ち
ず
さ

む
童
歌

わ
ら
べ
う
た

八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和

ほ
お
ず
き
か
吊
り
し
の
ぶ
か
と
浅
草
寺

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子

蚊
柱
に
両
手
振
り
け
り
門
の
前

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子

矢
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
く
な
り
飛
蝗

ば
っ

た

か
な

大
曽
根
　
　
小
倉
　
清
子

春
の
日
を
背
中
に
受
け
つ
畑
仕
事

八
　
條
　
　
松
永
　
晴
夫

古
希
過
ぎ
て
わ
れ
も
老
い
た
り
夏
薊

あ
ざ
み

中
央
三
　
　
宇
津
木
勝
子

藍
染
め
を
友
と
語
ら
い
風
さ
や
か

垳
　
　
　
　
森
田
ヱ
ミ
子

梅
雨
晴
れ
に
小
鳥
の
声
で
目
覚
め
け
り

南
川
崎
　
小
野
塚
喜
代
子

緑
濃
き
天
神
平
に
風
通
り

細
き
流
れ
は
光
と
な
り
て

鶴
ヶ
曽
根
　
斉
藤
　
京
子

た
こ
飯
と
島
の
お
か
み
の
来
し
方
を

味
わ
い
浸
る
し
ま
な
み
海
道

木
曽
根
　
　
高
谷
　
多
門

長
病
み
し
硬
き
掌て

組く

め
ば
若
き
日
の

鍬
ダ
コ
消
え
ず
ふ
る
さ
と
思
う

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武

母
鴨
の
見
守
る
中
に
仔
鴨
四
羽

流
さ
れ
ま
い
と
水
掻
き
せ
わ
し

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子

八
月
の
開
通
に
む
け
試
運
転

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
音
か
ろ
や
か
に

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子

天
守
閣
静
寂
の
中
軍
着

い
く
さ
ぎ

に

時
の
雄
叫

お

た
け

び
聞
ゆ
が
如
し

緊急時に関する協定 
JAさいかつと締結 
　７月２９日、市では、さいかつ農業協同組合（JAさいか
つ代表理事組合長＝吉田力さん）と｢緊急時における
物資等の協力に関する協定｣を締結しました。 
　この協定は、市民の生命、身体および財産に重大な
被害を及ぼす災害
や事故が発生した
場合、または発生す
る恐れがある場合に
おいて、市が行う災
害対策について、さ
いかつ農業協同組
合が協力するもので
す。協定の主な内
容は次のとおりです。 
 
盧被災者が緊急避難的に農協の建物および施
設を利用すること。 
盪農協の車両および機械（原則として運転手同行）
を市が使用すること。 
蘯農作物および生鮮食料品を市に提供すること。 
盻その他日常生活用品等供給することが可能な
ものを市に提供する。 

I交通防災課蕁A３０５ 

▲左から、八潮市長、三郷市長、JAさいかつ 
　代表理事副組合長、吉川市長、松伏町長 

第
４５
回
「
下
水
道
の
日
」
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
標
語

自
衛
官

ご
意
見
募
集
！
拡
声
機
の
使
用
に
よ
る

暴
走
音
の
規
制
に
関
す
る
条
例

日
本
脳
炎
予
防
接
種
（
３
期
）
の
廃
止

船
の
保
管
と

２
級
小
型
船
舶
免
許
講
習
会

【経費の一例】 

【免許講習】1人あたり経費　93,500円 
※保管料は年間、保証金は契約時のみ 
詳しくはお問合せください 

艇　長 

保管料 

保証金 

579,600円 

290,000円 

491,400円 

なし 

芝川マリーナ 大場川マリーナ 

7～7.5メートル 同左 

八
　
條
　
　
斉
藤
　
孝
男

太
鼓
の
音ね

会
津
の
峰
に
木
霊

こ

だ
ま

し
て

祭
り
に
向
う
蛍
舞
う
道

南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子

雑
草
と
思
え
ど
抜
け
ず
つ
ゆ
草
の

群
生
を
な
す
花
の
愛
ら
し

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助

緑
風
の
朝
の
公
園
清
々
し

さ
え
ず
る
小
鳥
の
声
も
愛
お
し

木
曽
根
　
　
岡
村
　
富
子

微
か
な
る
雨
露
抱
き
し
花
菖
蒲

風
に
揺
れ
落
つ
梅
雨
晴
れ
の
朝

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ

さ
わ
や
か
な
梅
雨
の
晴
れ
間
に
咲
き
し
花

見
つ
つ
憂
き
こ
と
し
ば
し
忘
れ
ぬ

大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子

ひ
な
人
形
飾
り
し
孫
の
笑
顔
見
て

無
事
に
育
て
と
心
に
祈
る

柿
沼
　
　
清

後
楽
園
Ｏ
Ｎ
時
代
思
い
出
す

今
も
明
か
る
い
ミ
ス
タ
ー
長
島

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子

父
母
も
逝
き
疎
遠
に
な
り
し
わ
れ
は
い
ま

多
摩
川
を
越
え
故
郷

こ
き
ょ
う

へ
旅
立
つ

I
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３




